
　　　　　　　　　　　　　　　　　自　令和７年4月1日　至　令和８年3月31日

1 総会・理事会等の 第1回理事会 ・令和６年度事業経過報告、収支決算及び監査

開催 　報告

・令和７年度事業計画（案）、予算（案）

・役員の選任

・永年勤続警備員等表彰（案）

・新規入会の審査

・令和６年度事業経過報告、収支決算及び監査

　報告

・令和７年度事業計画（案）、予算（案）

・役員の選任

　同　上　 ・専務理事,監事の選定

第2回理事会 ・賛助会員の新規入会の審査

長崎県勤労福祉会館

第3回理事会 ・自治体に対する要望活動

長崎県勤労福祉会館 ・警備業功労者全国表彰の上申

第4回理事会 ・要望活動委員会のメンバーの人選

長崎県勤労福祉会館 ・令和８年度定時総会の開催

・警察本部長と協会長の連名による表彰の上申

・令和８年度理事会等の開催日程

・協会職員の人事

・賛助会員の新規入会の審査

特別講習交通誘導警備業務2級事前打合せ会

(事業センター　佐藤考査員)

特別講習施設警備業務2級・貴重品運搬警備業務２級

事前打合せ会

(事業センター　楯考査員)

2 全警協、九警協の 東京 冨野会長

総会等への出席 九警協定時総会 福岡 冨野会長・林田専務理事

福岡 林田専務理事

福岡 林田専務理事・岩永主任

東京 冨野会長

長崎 冨野会長・林田専務理事

東京

1 労務管理改善等 １　労務管理や社会保険加入状況等の調査、関係資料の提供等を実施し、啓発、是正に務　

　めた。

２　全警協策定の「警備業における適正取引推進等に向けた自主行動計画」（令和７年９月

令和7年度事業経過報告

7月2日

11月10日

2月6日

全警協定時総会

全国専務理事会議
全国安全衛生大会

臨時理事会

長崎県勤労福祉会館

5月28日

11月19日

第２　警備業務適正化のための各種施策の推進
項　　　目

九警協専務理事・事
務職員会議 9月1日

教育検定委員会

第１　各種会議の開催と出席
項　　　目 事　　　業　　　内　　　容

定時総会

4月23日

サンプリエール長崎

事　　　業　　　内　　　容

11月27日

6月27日

5月24日

6月28日

8月28日

大村市中央公民館

令和8年3月13日

6月11日

教育検定委員会

大村市中央公民館

全国事務担当者会
議

九警協理事会

全国警備業殉職者
慰霊祭・「警備の日」
全国大会

岩永主任



  改訂）を提供し、自主行動計画の推進を図った。

３  クールワークキャンペーンへの取組みによる熱中症予防対策の徹底を図った。 

４  経営者研修会において、事業センターの業務統括課長による「特別講習のWeb申込み

　及びｅラーニングへの移行等について」の講話を行い円滑な制度移行を図った。

2 業法違反行為等 １　警察本部生活安全企画課からの指導及び講話を受け、会員に係る警備業法違反行為

の排除  等の排除に努めた。

２　全警協から発出された各種資料等を発出し、警備業務適正化の推進に努めた。

1 県警との緊密な連携

た。

2 関係機関団体の

諸活動への参加  会等に参加した。

 (1） 令和７年度暴力追放「いのちを守る」長崎市民集会（長崎市民会館）   　４月19日（土）　

 (2） 長崎県暴力追放運動推進センター理事会（ホテルセントヒル長崎）　　　　５月21日（水）

 (3） 令和７年度長崎県総合防災訓練（新上五島町）　　　　　　　　　　　　 　　　５月31日（土）

 (4） 長崎県職業能力開発協会通常総会（サンプリエール） 　　　  　　　　   　　５月19日（月）

 (５) 令和７年度長崎県人材確保対策推進協議会（長崎労働局）　　  　        ５月20日（火）

 (6） 長崎県犯罪のない安全・安心まちづくり推進県民会議（サンプリエール）　  　６月11日（水）

 (７) 長崎県建設産業団体連合会通常総会（サンプリエール）　　　　　        　 ７月１日（火）

 (８) 第27回暴力追放企業等安全対策懇話会定例会（ホテルセントヒル長崎）　  ９月22日（月）

(９) テロ対策パートナーシップ長崎定例会（書面開催）　　     　 　   　　　　　 12月15日（月）

(10) 長崎県犯罪被害者等支援講演会（長崎原爆資料館ホール）　      　    11月23日（日）

(11) 令和７年度防犯指導技能養成研修会（長崎県庁）　　   　       　　　　 　12月23日（火）

(12） 長崎県総合防災訓練第１回担当者会議（大村市中央公民館） 令和８年２月４日(水)

(13) 長崎県交通安全推進県民協議会総会（サンプリエール） 　   　　　         ２月10日（火）

(14) 長崎県暴力追放運動推進センター理事会（ホテルセントヒル長崎）　  　　 ３月12日（木）

(15） 長崎県総合防災訓練第２回担当者会議（大村市中央公民館） 　　 　　 　３月18日(水)

3 協会業務の適正 令和７年度認定訓練助成事業費補助金に対する実地検査

運営 　 令和８年３月２日(月)　長崎県雇用労働政策課による実地検査（協会事務所）

1

入会月日

4月1日

5月1日 アスタスク株式会社佐世保支社

退会月日

11月28日 エイトセキュリティ株式会社 佐世保市黒髪町

3月31日 競馬セキュリティ株式会社佐世保営業所 佐世保市ハウステンボス町

2 表彰制度の活性化

◎ 永年勤続（30年）　  　　　　 ４社 ６名

◎ 永年勤続（20年）　  　　　　 ８社 18名

【退会状況】

石本　　学

会 社 名

   優良警備員の各表彰を行い、その功労を称えた。

佐世保市赤崎町

第４　組織体制の充実強化

代　表　者

株式会社シンコー

項　　　目

  警察本部生活安全企画課等と緊密な連携を図り、協会業務の適正な運営について推進し

項　　　目

加盟員の新規加入
の促進 所 在 地

第３　関係機関団体との緊密な連携

平戸市田平町小手田免

【新規入会状況】

百村　敏洋

渡邊　　耕

所 在 地

田尻 弘久

（1）　5月28日（水）に開催した令和７年度定時総会において、会長表彰の永年勤続警備員、

　 関係機関・団体が行う下記の地域安全・交通安全・暴力追放等の各種運動、会議、研修

事　　　業　　　内　　　容

代　表　者

会 社 名

事　　　業　　　内　　　容



◎ 永年勤続（10年）　  　　　　 15社 51名

15社 27名

3 警備員教育事業

体制の充実強化

4 特別講習等講師

体制の確保

　◯  全国教育幹部研修会（新任講師講習）

　　　 ①　共通　 ７月29日（火）～７月31日（水） ２名

　　　 ②　１号業務 ８月１日（金）～８月２日（土） ２名

　　　 ③　２号業務 ８月２日（土）～８月３日（日） ２名

　　　 ④　３号業務 ８月４日（月）～８月５日（火） ２名

　　　 ⑤　４号業務 ８月５日（火）～８月６日（水） ２名

　◯　特別講習現任講師、講師候補者研修会

　　　 ① 貴重品運搬警備業務（1級及び２級講師対象） 10月14日（火 ）～10月17日(金） １名

 　  　② 貴重品運搬警備業務（1級及び２級講師対象） 11月25日（火）～11月28日（金） ２名

 　  　③ 施設警備業務（２級講師対象）　       令和８年 ２月７日（土）～２月10日（火） ５名

　　　 ④　交通誘導警備講師等候補者研修会 ６月10日（火）～６月13日（金） １名

　　　 ⑤　雑踏警備業務講師等候補者研修会 　　　　　　　　　　〃 １名

第５　事務処理等の合理化

1 ＯＡ機器等の活用

2 パソコン及びインタ

ーネットの積極的

な活用

1 警備業関係法令

の指導、調査研究 安全企画課に適時質疑するなどして、その適正な運用について研鑽を重ねた。

2 基礎資料収集整備

第７　警備現場活動の適正化の推進
(人)

1 警備員教育事業

の推進状況

計

653

567

20

　　「研修センターふじの」で開催される全国教育幹部研修会及び特別講習現任講師研修会、

（1） 県知事認定の職業訓練事業である警備員教育事業を継続して実施するため、講師体

367

95

計

認定対象

381

　制（常勤講師２名、非常勤講師４名、指教責等部外講師５名）の維持に努めた。

29

現任警備員教育

281

934

項　　　目

272

注：現任警備員教育の認定対象外は、延べ人数を計上

31 60

186

認定対象外

区分

　講師等候補者研修会への派遣を行い、講師体制の充実確保に努めた。

 ＶＤ等を積極的に活用し、講習効果を高めた。

第６　警備業務に関する調査研究

項　　　目

計

において教養を実施した。

事　　　業　　　内　　　容

　 関連する関係法令の改正点についても、文書等により周知徹底を図った他、各教育活動

２　 協会からの情報提供はホームページなどを積極的に活用し、情報を公開するとともに、

　 警備業法については、会員に周知徹底を図るとともに、その運用について、警察本部生活

11

23

項　　　目

6 17

認定対象

交通施設

43

　 適正な警備業務運営を図るため、警備業関係基礎資料の収集整備を図った。

１　警備員教育及び警備員指導教育責任者講習等においては、パソコン、プロジェクター、Ｄ

認定対象外

種別

新任警備員教育

事　　　業　　　内　　　容

◎ 優 良 警 備 員

 　 各種事務作業等においては、ＯＡ機器等を積極的に活用し、効率化を図った。

　その都度内容を更新した。

事　　　業　　　内　　　容



                                                         事　　　業　　　内　　　容

1 警備員指導教育 １　警備員指導教育責任者講習

責任者講習等の (1) １号講習　　　　６月30日（月）～７月３日（木）、７日(月)～９日(水）　　 勤労福祉会館

実施状況  　　　　　　　　　新規　 　８名受講 　　６名合格　（合格率　 75％）

　　　　　　　　　 追加　　 １名受講 　１名合格　（合格率 100％）

(2) ２号講習　　　　９月８日(月)～12日(金） 勤労福祉会館

 　　　　　　　　　新規　　20名受講  　　  15名合格　（合格率  75％）

　　　　　　 　　　追加     ５名受講　　　 ５名合格　（合格率 100％）　

(3) ３号講習　　　　11月10日（月）～11月14日（金）　　 勤労福祉会館

 　　　　　　　　　新規　　 ２名受講  　　  １名合格　（合格率　 50％）

　　　　　　 　　　追加   　１名受講　　  合格１名　（合格率  100％）　

2　機械警備業務管理者講習  

　　　　　　 　　　10月15日（水）～10月17日（金） 勤労福祉会館

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 　　　１名受講　　　　合格０名　（合格率　 ０％）　

3　現任指導教育責任者講習

(1) 1号講習　　　　　　　12月３日（水）　 　　39名受講 勤労福祉会館

(2) 2号講習　　　　　　　12月４日（木）　 　　45名受講 勤労福祉会館

2 特別講習の実施 1　交通誘導警備業務２級

状況

70.6%

14.3%

2　施設警備業務２級

大村市中央公民館

80.0%

　　・事前講習　学科～６月15日(日)、実技～６月22日(日)　

３　貴重品運搬警備業務２級

大村市中央公民館

92.3%

　　・事前講習　学科～６月15日(日)、実技～６月22日(日)　

　《研修項目》

　　　①「特別講習のWeb申込み及びｅラーニングへの移行等について」　

（一社）警備員特別講習事業センター　業務統括課長　邨田　昌英 氏

　　　②「警備業の現状及び指導事項について」　

長崎県警察本部生活安全企画課　　 課長補佐　井上　大輔 氏

2 各種研修会の開催 〇  4月１日（火)　　警備員教育事業講師研修会（教育研修センター）

〇　10月3日(金)　 青年部会勉強会（佐世保市内）

〇　10月31日(金)　青年部会検討会（教育研修センター）

〇　１月30日（金）   青年部会検討会（長崎市内）

〇　３月６日（金） 　 青年部会検討会　（長崎市内）

　　　　　　受講者（再）　　   ７名

第８　教育事業の推進
項　　　目

　　　　５月24日(土)、25日(日)

合格率

　　　　　受講者（新規）　　35名

項　　　目

　　　　６月28日(土)、29日(日)

合格率

    ・事前講習　学科～5月11日(日)、実技～５月18日(日)

大村市中央公民館

第９　各種研修事業の活性化

1 経営者研修会

合格率合格28名

  令和８年1月15日（木）、ホテル セントヒル長崎において、経営者研修会を開催した。

事　　　業　　　内　　　容

　　　　　　受講者（新規）　　51名 合格 36名

合格 　１名

　　　　６月28日(土)、29日(日)

　　　　　受講者（新規）　　26名 合格24名 合格率



1 相談業務処理能

力の向上

　共有化を図り、相談業務処理能力の向上に努めた。

2 警備業務教材及

び資器材の斡旋

1 広報活動の実施

２　 「警備の日」（11月1日）の広報として、10月31日(金)、会長、青年部会長、青年部会員

　及び協会職員により、長崎市浜町アーケードでチラシ等配付の広報キャンペーン及び地域

　社会貢献活動として清掃活動を行い、警備業の認知度向上と警備員募集について広報活

　動を推進した。

2 共同警備事業

1 労働災害防止の

推進 　育活動において、労働災害の防止に努めた。

2　 全警協からの重大労災事故発生の通報に基づき、会員に周知を図り、殉職事案、労災

　事故防止の徹底を図った。

2 各種保険、年金等

への加入促進

1 災害支援活動の

積極的な推進

  害支援体制の整備を図った。

2 防災教育訓練の実

施及び防災訓練へ 2　 5月31日（土）新上五島町青方港などにおいて開催された令和７年度長崎県総合防

の参加 　災訓練に、地元警備会社警備員２名が参加し、警察、ＪＡＦとの合同による緊急交通路確

　保のための交通誘導訓練を行った。

1　 警備員教育に当たっては、防災に関する教育を組み入れ、防災知識の向上に努めた。

　 認定訓練教育申し込みに際し、雇用保険等のチェックを行うとともに、各種保険への加入

第13　災害支援対策の推進

  ける差出可能な警備員・車両・通信機などの調査を行ない、調査結果を県警に報告して災

１   県警察本部との災害支援協定（平成10年12月7日締結）に基づき、大規模災害時にお

項　　　目 事　　　業　　　内　　　容

促進を図った。

項　　　目

事　　　業　　　内　　　容

　 　会員からの警備業務の実施に関する質疑、照会等に関しては、警察本部生活安全企

　　 教本・問題集、DVD等の斡旋販売を行った。

事　　　業　　　内　　　容

第12　労働・福祉対策の推進

　企課に確認するなどして的確に指導を行って記録化するとともに、事務局全員が情報の

1　 機関誌「けいきょうながさき」を2回（７年7月～第80号、８年２月～第81号）発行し、効果

３　 インターネット上の当協会ホームページで広報活動を推進した。

　 令和７年度は、共同警備事業は実施せず。

　

第11　広報活動と共同警備事業の推進

項　　　目

項　　　目

事　　　業　　　内　　　容

1　 全警協や労働局からの送付資料等に基づき労働災害の防止を推進したほか、各種教

　的な広報活動に努めた。

第10　相談・斡旋事業の推進


